
応用物理」創刊75周年記念 特集記事
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藤原氏，上田氏，木下研究室出身の後藤氏とともに木下

是雄先生をお訪ねし，さらに，林主税氏をお訪ねして，応

用物理にまつわる思い出などを自由に語っていただいた．

木下，林両大先輩のお話をお聞きし，かつての雑誌「応用

物理」や応用物理学会のことを詳しく知ることができた．

両氏のお話を一つの座談会形式にまとめて掲載する．

1． 戦争と工
こう

廠
しよう

：本日は両大先輩に個人的なこと，裏話，苦労話など

少しくだけたお話もおうかがいできればと思います．始め

に簡単にご経歴をおうかがいします．

：私は1941年に東京帝国大学理学部物理学科を卒業

しました．

：当時の旧制大学でも卒業研究があったのでしょうか．

：ええ，ありました．私はくじ引きで田中務先生の研

究室に入りました．田中先生は分光学の専門家です．卒業

研究は，スペクトル反転による炎の温度の測定．それから

すぐに名古屋大学の須賀太郎先生のところに引っ張られた

わけです．

：木下先生は名古屋大学に行かれてすぐに海軍に入っ

たのですね．

：志願して2年現役の技術科士官として入ったので
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す．だから，弾が飛んでくるところには行きませんでした．

海軍造兵中尉として入り，そのうち海軍技術中尉になりま

した．

：海軍では豊川工廠に行かれたのですね．

：林先生も同じ豊川工廠に行かれたのですね．

：私は1944年9月に大学を卒業しました．戦時中で，2

年半で卒業したのです．卒業と同時に海軍の技術科予備士

官になり，訓練の後技術中尉になって豊川工廠へ行きまし

た．そこで木下海軍大尉が私の上司だったのです．

：豊川工廠では何をなさったのですか．

：光学兵器の製造と修理です．距離を測る測距儀や潜

望鏡にも関係していました．現場にいたのですから研究と

いうより，製造と修理が主です．

：木下先生はレンズの研磨工場主任，私は生産技術，量

と質の向上と工員の士
し
気
き
昻
こう
揚
よう
の責任者でした．

：海軍は反射防止膜に熱心だったとか．

：熱心でしたね．レンズ枚数の多い潜望鏡などにコー

ティングしたレンズが必要だったからでしょう．

：海軍は産軍共同で蒸着膜の研究をしていました．主に

フッ化カルシウムです．僕が光学器械の組立工場にいたこ

ろ，増透（ガラスやレンズの透過率を上げること）のため

にガラス表面にフッ化カルシウムの薄膜を付けていました

が，潜望鏡の増透用としては使いものになりませんでしたね．

：木下先生が松本の工場に移られた後，豊川工廠は1945

年（昭和20年）8月6日，広島に原爆が投下された日に空

爆を受けて壊滅しました．2500名くらいが亡くなったと聞

いています．そのうち1000名くらいは女性工員だったそう

です．つい最近まで，毎年慰霊祭が行われていました．僕

も艦載機に機銃掃射され，顔の横を弾丸が通ったのを記憶

しています．

：すごい経験をなさっていますね．

：僕も豊川の駅で艦載機の機銃掃射を浴びました．

2． 終 戦 直 後

：木下先生は，戦争が終わってからすぐに名古屋大学

に戻られたのですか．

：名古屋大学に籍が残っていて，須賀太郎先生の研究

室に帰りました．名古屋大学は焼けていて，研究室の立ち

上げから始めました．

：戦時中から戦後にかけて，上田良二先生が反射防止

膜の研究をやっておられましたね．木下先生もご自分の研

究室で反射防止膜をお作りになったのですか．

：真空蒸着をやっていましたからね．

：すでにそのころから真空蒸着装置の作製を手掛けら

れていたのですか．

：作ったものもありますし，名古屋大学にすでにあっ

たものもあります．ガラスの拡散ポンプを使ったものです．

フッ化マグネシウムなどの薄膜を作りました．

：厚さの測定は

：偏光解析法などで薄膜の厚さや屈折率などを測った

と思います．

：林先生は終戦後どうなさったのですか．

：恩師である東大の嵯峨根遼吉先生に，行くところがな

いといったら，私のところに来なさいとおっしゃってくだ

さった．それで嘱託として嵯峨根研究室で仕事をすること

になりました．終戦直後から，嵯峨根研究室では加速器を

作る計画がありました．嵯峨根先生ご自身は1947年か48

年ごろには渡米されてしまったのですが，残ったメンバー

で電気関係と真空関係に分かれて仕事をしていました．私

は真空のほうでした．真空は産業としても重要だと思った

ので，グループを主催して東大医学部の中にある好仁会の

建物とか物理教室別館で定期的に真空の研究会を開いて勉

強しました．

：実験などもなさったのですか．

：ええ，毎日夜11時ごろまで実験していました．

：セットを購入したのですか．

：いいえ，大工に頼んで木で枠組みなどを作ってもらい

ました．拡散ポンプは嵯峨根先生の設計による金属製でし

たが，バルブがなかったので，それは自分で作りました．

ガラス，ベルジャーは旭ガラスからいただきました．

：東大で実験されたのですか．

：そうです．理学部一号館の用務員室の下の地下実験室

です．まだ嵯峨根先生が渡米される前に，先生のご指示で

日本光学（大井町）に自製の蒸着装置を運び込んで，中小

のレンズメーカー数十社の技術（能）者30～40名に3日間

蒸着の実習（研修）会をしました．中小企業庁長官から感

謝状をいただきました．確か戦後日本で最初の産官学共同

プロジェクトだったと思います．

：真空に関しては，どんな研究から始めたのですか．

：加速器用の真空計と真空ポンプの試作でした．研究会

のほうでは，文献の調査ですよ．これは，上田良二先生の

ご指示でした．「ケミカル・アブストラクト」の真空とガス

吸着に関する文献を手当たり次第集めて読みました．

3． 応用物理学会との関係

：応用物理学会にお入りになった動機は

：入ったというより，引っ張り込まれましたね．

：僕は嵯峨根先生の辞められた後に第２工学部から本郷

の物理に来られた平田森三先生に入れといわれて入会しま

した．

：木下先生は日本物理学会と応用物理学会，どちらの

発表が主だったのですか．

：卒業したころは，だいたい同じくらい．だんだん応

用物理学会のほうが多くなったかもしれません．

：資料によりますと，木下先生は大学2年生のときに，

黒田正夫先生のところで，風洞で粉を飛ばして，人工吹雪

の実験をして，その結果を1939年の初めに「応用物理」に

お書きになっていますね．

：林先生はいかがですか．

：真空関係の仕事を1946年ころから応用物理学会で発
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表しました．僕は，真空を始めたときから，真空にとって

一番大事なのは材料の表面に吸着している分子を排気する

ことだと信じていたので，おもにその関係の研究を発表し

ました．

：高真空は，まさに材料の表面で決まりますね．

：その後，1968年から2年間，木下先生は応用物理学

会の会長に就任されましたね．

：応用物理学会の事務局は，初めは東大の応用物理学科

事務室に同居していました．

：私が院生だった1960年ごろ，学科も学会も所帯が小

さくて事務室に行っても誰が学科の事務員で，誰が学会の

事務員かはっきり区別ができませんでした．

：木下先生が会長のときは，私は会計理事をしていて，

すでに東大農学部前の木屋ビルに移っていましたね．その

ころに，事務室の移転問題が起こり，木屋ビルから機械振

興会館に引っ越したんです．

4． 光学と光学懇話会

：木下先生のご研究では，薄膜の研究が私には一番馴

染みがあるのですが，当初は光の研究でしたね．

：木下先生の光学の論文では，繰り返し反射の干渉縞

がエアリーの式と違うという論文を拝見したのが最初でし

た．物理学会のジャーナルに1953年に発表されています．

それはヘヴンスの薄膜の本にも引用されていますね．

：それは「プログレス・オブ・オプティクス」に書い

たものだと思います．光学薄膜がそのころのメインのテー

マでした．いわゆる反射防止のための光学ですね．

：光学懇話会のレンズ表面研究委員会が1955年にで

きています．その委員長を木下先生はなさっています．5年

ばかり続いたものですね．1954年に光学懇話会の講演会

で，「ガラスの表面層」という総合報告講演，1957年の講演

会では「レンズのヤケ」の講演をなさっています．

：レンズのヤケのころからですか，偏光解析の重要性

を感じられたのは．

：そうです．研究室の横田英嗣さん（元東海大学教授）

が中心になって研究を進めました．

：光学懇話会は1952年にできています．木下先生は，

少し後になってから,ご関係が深くなったようですね．

：そうですね．

：光学懇話会ができたころには，応用物理学会は財政

的にだいぶ困っていたようですね．

：応用物理談話会から応用物理学会が生まれて以来，

常に困っていたと思いますよ（笑）．

：光学懇話会の幹事の先生たちが，光学機器メーカー

に頭を下げて，賛助会費を増やした．それが応用物理学会

の賛助会費の中で，結構比重が大きかったそうです．当時

はカメラで光学は景気がよかったので，独立して光学会を

作ろうという話もあったのだそうです．

：僕はそれには反対したのです．

：特に蓮沼宏先生と久保田広先生が，応用物理学会の

分科会になるべきだと，主張された記録があります．

：僕はそちらに賛成したのです．

：それで賛助会費の2分の1を応用物理学会に上納す

ることにして，その代償として，光学特集号を年2回「応

用物理」で発行することになったようです．しかし5年く

らい経ったら光学の論文があまり特集号に出なくなった．

：そうですね，光学関係以外の会員がだんだん増えて

きて，なぜ光学の特集号だけが年に2回も出るのだろうと，

疑問をもつ会員が出てきました．

：10年くらい経つと，光学特集号を続けるのは無理と

いう話になったようです．それで年1回になり，だいぶ後

ですが，とうとう完全になくなりました．

：光学の論文を書く人が減ったということですか．

：アメリカなどの国際誌に出すようになり，何も「応

用物理」に出す必要はないということになったのでしょう．

1964年に最初に開催された国際光学会議には，木下先生

はだいぶ関係なさっています．そのときは久保田広さんを

はじめとするカメラ屋さんと藤岡由夫さんを代表とする分

光学屋さんも関係しておられました．また「光学ニュース」

によりますと，1969年から72年にかけて国際光学委員会

（ICO）の会長が，H.H.ホプキンスで，副会長が，木下是

雄ほか4人となっていますね．

5． 薄膜と超高真空蒸着装置

：物理学論文選集の中に「薄膜の光学」というのがあ

ります．木下先生はその編集に携わり，また新編物理学論

文選集「薄膜」の責任編集もなさいました．編集の時点で

木下先生が薄膜研究の専門家と位置づけられています．

1959年には“近藤（英樹）・木下”で薄膜の内部応力の論文

を書いておられます．

：木下先生は，学習院大学ではずっと薄膜関係のご研

究をされたのですね．横浜市立大学の馬来国弼さんも木下

研究室で薄膜の研究をされていました．薄膜の内部応力に

先生が興味をもたれたのは，やはりレンズ表面の薄膜がは

がれてしまうという現実の問題に直面されたからでしょう

か．

：そうです．

：昭和30年代には相当に劣悪な条件で，レンズを作っ

ていました．それで，1955年（昭和30年）に光学懇話会の

中にレンズ表面研究委員会ができたのだと思います．

：ガラスのヤケの問題も薄膜ですね．私の恩師である

蓮沼宏先生もヤケを熱心に研究されていました．

：反射防止膜を付けると，ヤケがあれば，色むらがで

きる．その対策ですね．結局，温度と湿度をきちんと管理

することによって解決したようです．

：ところで木下研究室では1970年代に日本真空製の

超高真空蒸着装置を導入されましたね．

：昔の日記に，1974年に超高真空の装置を作る話が書

いてありますよ．

：木下研究室と共同で超高真空蒸着装置を開発しました．
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：その装置で当時一種の流行だった薄膜の形成過程を

かなり詳しく調べられていましたね．

：木下研の竹内協子さんがリーダーになって，下地の

上での薄膜の核生成を調べていました．非常にきれいな

カーボン膜の上に金を付けて調べていました．

：その装置の排気系は油拡散ポンプですか．

：いえ，イオンポンプです．

：1960年代にアメリカのヴァリアン社がイオンポンプ

を開発してたちまち世界に広がりました．

：そのイオンポンプと連動して超高真空蒸着装置が日

本で普及し始めたのだと思います．

：その排気系については，僕が京都の国際会議で発表し

ました．超高真空では表面に吸着している分子の排気こそ

が大事であり，また，吸着を減らすためには装置の材質が

決め手になるという話をしました．

：1974年の真空・固体表面国際会議ですね．熊谷寛夫

先生が組織委員長，富永五郎先生が実行委員長でした．

：当時，富永，林，竹内，篠原と連名で超高真空蒸着

装置の論文を書きました．

：徹底的なベーキングで，蒸着中，10 Torr台の真空

を維持するというのが，うたい文句でした．

：そのころとしては珍しい高真空ですね．

：LEEDなどもその当時ありましたか．

：いや，LEEDの付いた蒸着装置は，ほとんどなかっ

たと思いますよ．

：非晶質基板上にある原子二つ三つの世界の観測でし

たね．

6． J J AP の始まり

：木下先生は，JJAPの初代編集委員長をいつまで務

められたのですか．

：1963年の3月までです．

：その後に林先生が委員長を務められたのですね．

：木下先生は JJAPの創始者，林先生も創刊に深くか

かわっておられます．当時，どのようなご苦労があったの

ですか．

：出版することは決まっても，それが売れなくては困る．

それで，木下先生がアメリカのAIPと話をつけて，JJAP

を100～150部，何年間かは無条件で買ってくれるというこ

とになり，それで，出版にこぎつけられたのです．

：出版当時は応用物理学会の会員は強制的に JJAPを

買わされましたね．

：そもそも応用物理学会の英文誌出版に対する要望は

非常に強かったのですか．

：当時，日本で発行していた物理関係の英文誌は日本物

理学会のジャーナルとプログレスだけです．それだけでは

応用物理学会の会員の要求を満たすことはできませんでし

た．また，物理学会の会員，特に理論系以外の会員からも，

もう少し応用寄りの英文誌があってもよいという声があっ

たようです．ですから JJAP発行については初めから物理

学会と協力して，双方から4人ずつ運営委員を出し合って

出版したわけです．

：日本物理学会が出しているジャーナルを，応用物理

学会の会員が読んだり投稿したりするのは不便ということ

ですね．

：日本物理学会のジャーナルは，応用物理学会の会員

から見ると中身が少し偏っていましたね．

：アプライド・フィジックス寄りの雑誌が欲しいとい

う要求を先生ご自身はおもちだったのでしょうか．

：実は僕自身は，そんなことを直接感じたことはあり

ません．僕らはよその国の雑誌に自由に出せましたからね．

自分ではそれほど困っていなかったので，日本で出すこと

にはそれほど熱心ではなかった．

：日本でも1960年代にはアメリカの「Phys.Rev.」や

「J.Appl.Phys.」に投稿する研究者が増えてきました．しか

し，ページチャージがべらぼうに高かった．公務員の初任

給が約3万円，1ドル360円という時代に，ページ当たり

100ドル前後．しかも国立大学の校費では落とせなくて，個

人で支払った覚えがあります．やはり JJAPは応用物理学

会の会員にとって必要な雑誌だったと思います．

：それに，欧米の雑誌では日本人の論文の採択率は低

かったですからね．

：それにしても日本の研究者はみんな英語が下手だね

（笑）．

：論文査読や英文添削は査読者がやっていたのですか．

：そうです．やらざるを得なかったのです．

：僕のところにはフランス語の論文まで回ってきました

よ．さすがに文章の添削はご遠慮いたしましたがね．

：そういえば，始めのころ，JJAPは英文誌ではなくて

欧文誌でしたね．

：当時は，プロの査読者は，あまりいなかったのです

か．それとも使わなかったのですか．

左から，金原，藤原，後藤，上田の各氏
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：だいたい，使える人がいなかったのです．

：閲読の先生方がやられていたのですね．

：そうです．それで1963年に，鳩山道夫さんと一緒に

英語の添削を引き受ける組織を作ろうとしたのですが，成

立しなかった．

：JJAPに投稿されてきた論文の添削という意味ですか．

：もう少し視野が広く，日本人が書く英語の論文につ

いてです．

：日本物理学会で「Journalの論文をよくするために」

という冊子を出していましたね．イギリス人のレゲットと

いう人も書いていたと思いますが．

：僕も何か書いた記憶があります．

：やはり当時も論文がアメリカのほうに流れるという

懸念があったのでしょうか．

：そんなことを気にしていられないくらい，論文自体

が少なかったし，中身もなかった（笑）．

：論文を早く出すためのご苦労は

：早く出すというよりも，論文を集めて出すことが問

題で，早くというのはあまり問題ではなかったのです．

：論文の速報性よりも，クオリティーにかなり力を入

れたのでしょうか．

：JJAPは，いわば僕が任されて作った雑誌のような

ものです．だからクオリティーを重視しましたね．

：海外の同じ応用物理関係の雑誌，例えばアメリカの

JAPと比べて，論文のレベルは

：JAPとは勝負にならなかったですね．

：やはりよい論文はそちらのほうにかなり流れていた

ということでしょうか．

：いや，あまり多くはありませんでしたね．要するに，

論文の数自体が少なかったということです．

：それが海外のほうにだんだん投稿されるようになっ

たのは，いつごろでしょうか．

：1960年代か，70年代以降でしょうね．

：今はアメリカにかなり流れていることが，非常に危
き

惧
ぐ
されています．国のお金を使った研究成果の流出を何と

か食い止めたいという意見が多く出てきています．

：それは当時だってそうですよ．海外の有力誌とは勝

負にならないでしょう．

：やはりサーキュレーションの問題ですよ．

：実は，私も2005年度に JJAP編集委員長を務めまし

たが，JJAPとしても論文の質的向上やサーキュレーショ

ンをよくするために，ここ数年，JJAP編集委員会が中心に

なって，応用物理学会や IPAPと協調しながら，いろんな

活動を行ってきています．例えば，閲読レベルを高くした

り，Selected Topics in Applied Physics (STAP)という

新しい 特集企画を組んだり，出版日数のいっそうの短縮化

をはかったり，ホームページを魅力的にしたり，広報宣伝

活動を活発に行ったりしています．その効果が少しずつで

はありますが，出てきています．海外からの投稿数も増加

しています．

7． スキーと南極

：木下先生はスキーと登山は素人の域を脱していると

うかがっております．林先生もお仲間で，よくヒマラヤな

どにお出かけになったそうですね．

：私が学生のころ，木下先生は摩擦の研究をしていま

したが，それはスキーへの関心からだとうかがったことが

あります．スキーに関する著作もありますね．

：1950年代中ごろ，南極特別委員会にしばしば行かさ

れました．たぶん山登りに関係していたから呼ばれたので

しょう．

：第1次南極観測隊は1956～57年ころですね．その前

に木下先生はアメリカのnavyに同行して南極大陸に行か

れた．それは南極観測船「宗谷」が出発するより前ですね．

：先遣隊のメンバーとして行きました．しかし南極と

いっても僕が行ったのは氷の上，下は海だったと思います．

：アメリカの基地に行ったのは

：そのときですよ．

：アメリカの基地自体が氷の上だったのではないです

か．南極には何が目的で行ったのですか．

：行けといわれたから（笑）．とにかく氷に閉じ込めら

れて，しばらく動けなかったと日記にあります．

：何かの調査をしたのですか．

：むしろ装備の調査だったのではないですか．その当

時，スライドで拝見したことがありますよ．

：着るものとか，資材を運ぶための装備ですか

：たぶん，そうだと思います．

：ということは，それは山屋の経験を生かして越冬隊

員に必要な装備を調べようということですね．

8． ロゲルギストの会

： ロゲルギストの会」の始まりはいつごろですか．

：あれは自然発生ですからね．いつから，ということ

はわからないな．

：どういう集まりなのですか．

：専門的物理愛好者の放談会．メンバーは，木下先生

のほかに大川章哉，近藤正夫，今井功，磯部孝，高橋秀俊，

近角聡信などの諸先生でしたね．

：一つのテーマを紹介すると，ブクブク坊主．手ぬぐ

いでお風呂の中で風船を作る．それをブクブクと沈めたと

き，まわりと中の圧力がどうなって空気がどう出るか．も

ともとはどこかの科学雑誌の連載企画でしたね．

：中央公論社で出していた「自然」ですよ．

：どなたが発案されたグループなのですか．

：あれは自然ですよ．自然にできちゃったんだ．

：ロゲルギストとは，どういう意味ですか．

：ログはロジックス．エルグは，情報だけではなく実

際にものを作る話も入れようというので，付けたのです．

：それは高橋秀俊先生が考えられたのでしょうか．

：あれはみんなで話をしていて，ロゲルギークという
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学問を作ろうじゃないか，といったのです．別に高橋さん

だけではなくて，みんなでそんな名前がいいだろうという

ことになりました．

：岩波書店からも何冊か本を出しましたね．

：その中に，魚はなぜ銀色か，という木下先生がお書

きになった話があります．あるとき，私が生物の人たちか

ら，どうしてあんなに鱗が光るのかと質問を受けたとき，

これを読みなさいと，その本を渡した覚えがあります．

：ロゲルギストの会の先生方は本当に物理を楽しんで

いたという気がしますね．

9． 応用物理とは

：木下先生は，応用物理の研究は，どのようになって

いくべきとお考えですか．創刊号の50周年記念の基調講演

では，応用物理にⅠとⅡがあるとおっしゃいました．自然

現象や産業上の問題を出発点として，メカニズムを解明す

るために始める物理の研究が応用物理のⅠ，それに対して，

物理の知識を応用して経済価値のあるものを生み出す研

究，すなわち工学の一部にあたるのが応用物理のⅡ，であ

ると．先生自身はⅠのほうが好きだと話されていますね．

：そんな話をした覚えがありますね．

：ここ数年，大学の学科名から「応用物理」という言

葉が消え，代わって専門領域名を二つ三つ組み合わせた新

しい名前の学科がどんどん増えているように思います．

：元来，応用物理というのは適当な名前ではないです

よ．

：そうですか．どういう名前を付ければいいですか．

：とにかく応用物理は，物理よりもちょっと広い．そ

ういう感じがあると思うのです．

：国際的にはpure and applied physicsとなっていま

すね．

：applied physicsの直訳でできた言葉なのですか．

：直訳でそうなったのでしょう．

：そこで何かが落ちてしまったのでしょうね．工学的

なものがメインだと考える人が多くて……．

：工学的なものがメインと考えてはいけない．それが

僕の主張です．

：本来は，応用物理は物理に近い学問領域で，エンジ

ニアリングとは少し違うということですか．

：エンジニアリングとは別のものです．しかしこれは

僕の個人的な考えですよ．

10． 企業と応用物理

：林先生が企業人として応用物理学会や会員に期待す

ることは何でしょうか．

：われわれの周辺には面白いことがたくさん転がってい

るんですよ．一例ですが微粒子や超微粒子なども面白くて，

やることがまだまだたくさん残っています．これは物理現

象としても興味があるが，同時に実用への期待をもたせる

材料でもある．こういう材料を積極的に取り入れて研究を

進めてもらいたいと思います．

：林先生は超微粒子のプロジェクトリーダーをなさい

ましたね．

：1970年代に物理系の人たちのグループ研究が科研費

で2期ありました．そのあと，上田，田崎，和田先生と私

が新技術開発事業団の支援をいただいて磁気記録媒体用磁

性微粒子の研究開発と事業化を試みました．超微粒子の草

分けは名古屋大学の上田良二先生です．先生の研究は非常

に興味深いもので，戦前から研究しておられました．金属

微粒子だったと思います．戦中には久保亮五先生が有名な

微粒子に関する久保理論を発表されています．アグネ社か

らは超微粒子の本も出ています．私のプロジェクトは1981

年から5年間で科学技術庁の創造科学技術推進事業

（ERATO）の第1号”超微粒子プロジェクト”です．5年

間，20人，およそ20億円のプロジェクトです．

：お二人の先生のご研究は純学術的な視点で進められ

たと思うのですが，これらの研究から工業的に発展した成

果がありますか．

：ダイハツ工業の開発した軽自動車エンジン排ガス処理

用の触媒のためのPdの微粒子は世界のシェアの80％くら

い．村田製作所のNi電極のチップコンデンサーも1μm以

下のBaTiO の超微粒子を使っていて，そのシェアも大き

い．いずれも立派な成果です．産業として展開している段

階に入っています．

：昔，生物と微粒子との関係についてのお話をうか

がった記憶があります．

：金属，セラミックス超微粒子と細胞の相互作用につい

てでしょう．「Physics Today」からレビューの執筆を頼ま

れました．そしたら，すぐにアメリカから調査団が来まし

たね．日本の医学界は無反応でしたが……．

：応用物理という学問は，しっかりと定義ができない

ものですね．創刊号を読んでもなぜ学会ができたのか，何

をしたいのか,あまりよくわかりません．ただ，中心に核と

なる物理があり，その周りを，もわっとしたスポンジみた

いなものが取り囲んでいて，いろんなものをどん欲に吸収

していますね．それが応用物理の魅力であり，発展の原動

力でもありますね．

長時間，お話しいただき，ありがとうございました．
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